
2014年１月 第４週 ホームチャーチ(家庭礼拝) ◆礼拝説教 対応 

① 礼拝説教に関係した短いお話し ・エステル記 

【心を一つにして祈ろう】 

エステルさんはユダヤ人でしたが、ユダヤ人は戦争に

負けて、ペルシャという外国で生活しなければなりませ

んでした。それだけでなく、エステルさんが、まだ小さか

った時にお父さんとお母さんが死んでしまい、しんせき

のモルデカイさんによって育てられました。そんな悲しい生い立ちのエステル

さんでしたが、とっても嬉しいことがありました。それは、王様のお嫁さんを決

めるコンテストに応募したところ、沢山の候補の中から王様に気に入られて、

ついに王妃様となったのです。 

その後、ハマンという人が王様に気に入られて総理大

臣になりました。みんなが「ハマン様」といってひれふしま

す。しかし、エステルさんのしんせきのモルデカイさんだけ

は、絶対にひれふしませんでした。その事で腹を立てた

ハマンは、王様をうまくだまして、11か月後に、モルデカイさんも、ユダヤ人も

殺しても良いという命令をだすことに成功しました。 

その事を知った、モルデカイさんは王妃のエステルさんに、その事を王様

に説明して、なんとか仲間のユダヤ人が助かるようにして欲しいと頼みまし

た。しかし、困ったことがありました、それは、たとえ王妃さまだったとしても、

王様のおゆるしなく、王様に近づくと殺されてしまうという法律があったので

す。しかし、もし、王様が王様の杖をむけてくれたら死ななくて済みました。そ

こで、エステルさんは、モルデカイさんに「仲間のユダヤ人と一緒に、3日間

何もたべずに、お祈りして欲しいと頼みました。そして、たとえ法律にそむい

ても、王様のところに行って頼みにいきます。もし、死ななければならないよう

なら、私は死にます。」と言いました。その事を聞いたモルデカイさんと、仲間

のユダヤの人たちは心を合わせて、エステルさんの為に、また、ユダヤ人が

助かるようにお祈りしました。色々な事がありましたが、やがてユダヤ人は助

かるようになりました。 

色々な困った事がおこったとき、私達も、エステルさんたちのように、心を

一つにしてお祈りする人になりましょう。 

 

②聖書の言葉を 2回告白しよう。 

もし、あなたがたのうちふたりがどんな事
こと

でも、地上
ちじ ょ う

で心
こころ

を一
ひと

つ

にして祈
いの

るなら、天
てん

におられるわたしの父
ちち

は、それをかなえてくだ

さいます。マタイ１８の１８ 

 

③チャレンジ  

ア）かぞく、教会、友達で困っている人、弱っている人はいませんか。 

その人の為に、心を合わせてお祈りしましょう。 

                                          

                                          

                                          

                                          


